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１．はじめに 
平成８年３月、本センターは初めてサーバ-クライアント方式の教育用電子計算機システム
を実現した。NTサーバ１台、UNIXワークステーション１台、クライアントパソコン５２台
(第１演習室４６台、第２演習室６台：MS-DOS 6.0/Windows 3.1)、プリンタ６台で電子計算
機室ネットワークを構成し、これらが校内 LANに接続された。また、第３演習室にノート型
パソコン４６台を備えていた。さらに、１８台のデスクトップ型パソコンが平成８年度内に
追加して設置された。 
  平成１２年３月、前システムのサーバ-クライアント方式を踏襲するシステム更新が行われ
た。ファイルサーバ(管理サーバを兼ねる、Windows NT Server 4.0)２台、クライアントパソ
コン９９台(Windows NT 4.0)、プリンタ１０台の構成であった。前システムの UNIXワーク
ステーションは、引き続き使用された。今回から、次期システムまでの更新期間が一年延び、
５年となった。それにより、サーバ及びクライアントパソコン、ネットワーク設備などシス
テムの仕様策定及び機種選定は５年間という長期間を視野に入れなければならなくなった。
第１及び第３演習室に各４６台、第２演習室に７台のクライアントパソコンが設置された。
第１、第２演習室のパソコンは CADソフトを搭載し、CAD教育の利用に応えた。第１、第
３演習室の教員用パソコンは、教授環境支援ソフトを搭載し、画像配布サーバの制御で学生
用パソコンとの間でモニタ画面の送配信が行えた。 
 今回のシステム更新(平成１７年３月から)を控え、平成１６年４月よりシステムの仕様の検
討を始めた。事務的な手続き等を経て、同年９月に導入システムが決まった。以下、平成１
７年３月より導入するシステムについて、基本仕様及びシステム構成を紹介する。 
 
２．システムの基本仕様 
２．１ サーバ及びネットワークプリンタ 
現システムは、UNIX サーバを設置し、UNIX 演習に対するサービスを行ってきた。この
サーバは、学生用のメールサーバも兼ねた。また、クライアントパソコンは、Windows NT
と UNIX の２つのＯＳを選択して起動できた。次期システムでは、UNIX の演習環境は CD
ブート可能な Linuxでクライアントパソコンにおいて対応する。また、学生用メールサーバ
は、別に専用の学生用メールサーバを設置して運用する。 
したがって、導入するシステムのサーバは、認証サーバとファイルサーバとして機能する
プライマリサーバが１台、負荷分散を目的に認証サーバとして機能するセカンダリサーバが
１台、合計２台で構成する。プリンタサーバ、プロキシサーバ、メンテナンスサーバ、シス
テムの運用・保守・管理に必要となるサーバ機能は、２台のサーバに分散配置する。 
特に、ハードディスクのバックアップ体制、安全性の確保、運用面のサポートについて重
視した。すなわち、プライマリサーバのハードディスクは、ＯＳ領域とファイルサーバとし
て使うデータ領域を別ドライブで構成し、ＯＳ領域は RAID1 または 5 で冗長性をもったも
のであり、データ領域は RAID5構成、ホットスワップに対応するものであるとした。また、
バックアップ装置はファイル共有領域及び保存が必要な領域の１世代分をすべて保存できる
容量を備え、スケジューリングによる自動バックアップ、復旧時の書き戻しに対応している
こととした。セカンダリサーバのＯＳ及びデータを格納するハードディスクドライブは、
RAID1または 5で冗長性をもたせる。また、ユーザアカウントごとの使用ディスク容量、移
動プロファイル容量の制限が一括及び個別に行えるものとした。 
ネットワークプリンタとして、A4 版対応モノクロプリンタ５台、A3 版対応モノクロプリ
ンタ２台、A3版対応カラープリンタ 1台、合計 8台のプリンタを第１～第４演習室に分散配
置する。Windowsの環境では、利用者ごとに印刷枚数の制限ができる機能を導入する。印刷
上限を超えた利用者へは警告メッセージを送信し、同時に印刷を取りやめる機能もつものと
する。 
 
２．２ クライアントパソコン 
平成１６年度より、製図教育に主として CADの利用を主とすることが打ち出された。これ
に伴い、平成１７年度からは、本センターでの CAD利用が飛躍的に増大することが予想され
た。また、平成１７年度より、第１学年は混合学級５クラス(ただし、１クラスは工学基礎コ
ース)となり、全学科共通の専門科目「コンピュータ科学入門」は、第 1学年のすべてのクラ
スが本センターを利用することになる。既に、数多くの授業、実験演習で第１、第２、第３
演習室の割振りは超過密状態にある。今回の更新を機会に、環境都市工学科ものづくりアト
リエに第４演習室を設置し、今後における大幅な利用増に適切に対応していく。それには、
第１演習室に４６台、第２演習室に７台、第３演習室に５０台、第４演習室(ものづくりアト
リエ)に４６台、センター管理室内に１台、総数１５０台のクライアントパソコンと 2台のサ
ーバ及びプリンタ群で電子計算機室ネットワークを構成し、構内 LAＮに接続する。 
パソコンの主要な性能については、今後、５年の使用を十分に視野に入れ、CPU Pentium 
4 3.0GHz以上、主記憶 768MB以上、ハードディスク 80GB以上の性能をもつものとした。
また、ＣＡＤ利用を考慮して、すべてのモニタは 17 インチカラー液晶ディスプレイとした。
また、ヘッドセットを５０台備え、多様な利用に応える。 
クライアントパソコンの台数が、現在の規模から 1.5 倍化するため、これらのハードウェ
アにかかる経費が大幅に膨らむことが懸念された。このため、パソコンに搭載するアプリケ
ーションソフトは、有償ソフトの導入を極力押さえ、教育利用においてフリーソフトで十分
に対応できるものはフリーソフトを導入する。また、独自にライセンスを取得しているソフ
トについては、継続して利用する。 
一人一人の学生にとってセンターのパソコンを利用しているときは、仮想的に自分専用の
パソコンを使っているように思わせることが運用上望ましい。そのため、パソコンの起動時
には、初期設定環境で立ち上がり、初期設定環境が使用中に変更されても再起動時には従前
の状態に戻ることが可能な運用支援パッケージ（復元ソフト）を導入する。この支援パッケ
ージは、管理用サーバからの集中管理機能、ＯＳのアップデート、ウィルスパターンファイ
ルの更新、環境変更機能などがスケジューリングにより実現できるものとした。Web閲覧に
対して、コンテンツフィルタを実装し、教育的な配慮を施す。 
 
２．３ システムの運用及び設定 
 基本仕様を考える上で、システムの管理、運用面について以下の点を重視した。 
(1) サーバ上に構築されたクライアントパソコンのハードディスクイメージファイルを同報
配信・個別配信してクライアントパソコンのハードディスクが演習室ごとに設定できる。 
(2) クライアントパソコンに個別に設定が必要なパラメータやデータがサーバから自動設定
できる。 
(3) クライアント OSのアップデートをサーバから自動配信できる。 
(4) ウィルス除去のパターンファイルの自動アップデートを校内ウィルス除去サーバから可
能にする。 
(5) クライアントパソコンの電源のオン・オフ、パソコン支援パッケージがサーバから制御で
きる。 
以上の項目がスケジューリングで自動化できることとした。 
 
３． システムの構成 
 基本仕様に基づき、表１に示す機種が選定された。プライマリサーバは、認証サーバ、フ
ァイルサーバとして機能する。ハードディスクは、OS 領域用が RAID5 構成で 146GB、デ
ータ領域用が RAID5構成で 730GBのホットスワップ対応である。バックアップは、NAS 
 
表１． サーバ及びクライアントパソコン等のハードウェア 
(1)プライマリサーバ・ハードウェア 日立 HA8000/70PA 
CPU Intel Xeon 3.06GHz シングル  
主記憶 2GB  
OS 領域（ＨＤＤ） RAID5 構成 146GB  
データ領域(HDD) RAID5 構成 730GB ホットスワップ  
モニタ 17 インチ TFT カラー液晶ディスプレイ  
CD-ROM 48 倍速  
ＦＤドライブ 3.5 型ＦＤＤ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス ホイール付き光学マウス  
無停電電源装置    
バックアップ装置 NAS(750GB)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T 2 ポート  
   
(2)セカンダリサーバ・ハードウェア 日立 HA8000/70PA 
CPU Intel Xeon 2.8GHz シングル  
主記憶 1GB  
ハードディスク RAID5 構成 292GB  
モニタ 17 インチ TFT カラー液晶ディスプレイ  
CD-ROM 48 倍速  
ＦＤドライブ 3.5 型ＦＤＤ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス ホイール付き光学マウス  
無停電電源装置    
バックアップ装置 NAS(250GB)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T 3 ポート  
   
(3)学生用・教員用パソコン ハードウェア 日立 FLORA 330W DG4×150 台 
CPU Intel Pentium4 3EGHz  
主記憶 768MB(256+512MB)  
ハードディスク 80GB  
モニタ 17 インチ液晶ディスプレイ  
コンボドライブ CD-R/RW&DVD ドライブ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス USB Optical マウス(ホイール付き)  
USB ポート 6 ポート(前面:2/背面:4)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T  
ヘッドセット ＊51 台分  
   
(4)ネットワークプリンタ 
A4 モノクロ EPSON LP-2500 (5 台）  
A3 モノクロ EPSON LP-7900 (2 台）  
A3 カラー EPSON LP-9000CZ (1 台）  
   
(5)スキャナ 
USB 対応スキャナ EPSON GT-F500 (1 台)  
   
(730GB)により一世代分を保存する。利用者登録(ユーザ ID、ホームディレクトリ、アクセス
権、移動プロファイル、ログオンスクリプトの登録、削除など)及び使用ディスク容量の制限
設定は、校内・教室 LAN運用支援システムにより実現する。 
セカンダリサーバは、負荷分散のためプライマリサーバと同期をとり認証作業を行う。ま
た、プロキシサーバ、ネットワークプリンタサーバ、メンテナンスサーバとして機能する。
ハードディスクは、RAID5構成、292GBで、NAS(250GB)によりバックアップする。 
クライアントパソコンにおける復元等の運用支援は、校内・教室 LAN運用支援システムと
「瞬快」によって実現する。また、校内・教室 LAN運用支援システムにより、センター管理
室のパソコン、演習室の教員用パソコンから演習室パソコンへの電源 ON/OFF、ログオン・
オフ・シャットダウン機能がサポートされる。クライアントパソコンにインストールするソ
フトウェアは表２に示す。 
 
表２．クライアントパソコンにインストールするソフトウェア 
ソフトウェア名称 備      考 
Microsoft Office 2003 Professional   
Borland C++ Builder 6 Personal 第 4 演習室を除く 
Auto CAD 2005 教育機関限定版 第２，第４演習室のみ 
Solid Works 2004 教育版 ネットワーク対応、100 ライセンス 
秀丸   
C Pad for BCC   
GrWin (Borland C++ Complier 用)   
Borland C++ Complier   
C Pad for Java 2   
JDK 1.4.2 SE   
AL-Mail   
gnuplot   
TI-connect   
SciLab 3.0   
Open Office   
CygWin   
美佳のタイプトレーナ 英文タイプ編、英文テキスト編、モグラたたき編 
GIMP for Windows   
ROBOLAB 基本セット   
RCX Command Center   
Symantec AntiVirus   
Visio 2000 第３演習室のみ 
Circit Viewer Ver. 2.6 第１演習室のみ 
AKI-H8/3048 開発キット 第２演習室のみ 
FireFox 1.0   
Chem Sketch   
EpsonNet LogBrowser V2 クライアント   
 
 
 
４． おわりに 
 平成１６年１０月以降、次期システムの実現へ向けて納入業者である江守商事(福井市)との
間で、システムの構築、運用方式、サーバ及びクライアントパソコンの設定や管理など多く
の項目について協議を続けてきた。現在、システムの最終的な雛形が固まる段階である。あ
と少しの間、正式稼動に向けて運用準備に追われる日々が続く。システムの運用方式などは、
次の機会に紹介したい。 
 
